
Ｇ１ドバイワールドカップ　ダ２０００

ダートのＧ１ながら、芝のＧ１で通用するスピードが求められるレース。

自身が芝Ｇ１実績馬であるか、父や母父、近親に芝のＧ１馬を持っている事が重要。

典型的な例は、２０１８・２０１９を連覇したサンダースノー。

父も母父も欧州の芝マイルＧ１馬で、自身も英仏の芝Ｇ１馬。

日本馬では皐月賞馬ヴィクトワールピサ。

昨年の優勝馬ウシュバテソーロは、

父が３冠馬オルフェーヴルで、母父キングカメハメハも変則３冠馬

２１年の優勝馬ミスティックガイドは、

母の半姉が仏米の芝Ｇ１馬で、祖母はサドラーズウェルズ産駒。

１７年の優勝馬アロゲートの父アンブライドルズソングは、

母父として３冠馬コントレイルをはじめ、スワーブリチャード、

ジャックドール、トーホウジャッカル、ダノンプラチナと言った

芝Ｇ１馬を出した芝向きのスピードを強化する血として有名。

１６年の優勝馬カリフォルニアクロームは、自身が米国の芝Ｇ１馬。

１５年の優勝馬プリンスビショップは、Ｇ１勝ちは無いものの

芝の重賞を２勝しておりました。

１４年の優勝馬アフリカンストーリーの半弟アフリカンゴールドは

日本の芝Ｇ２勝ち馬。。

父ピヴォタルは英国の芝Ｇ１馬。



ドバイワールドカップ２０２４注目馬

・ウシュバテソーロ

昨年の優勝馬。

自身は芝で３勝。

父も母父も３冠馬。

・ドゥラエレーデ

自身が芝Ｇ１馬。

父：ドゥラメンテは２冠馬。

母父：オルフェーヴルは３冠馬。

母の半兄サトノダイヤモンドは芝Ｇ１を２勝。

祖母マルペンサはアルゼンチンの芝Ｇ１馬。

・カビールカーン

父は１６年の優勝馬で芝Ｇ１馬。

母父キャッスルデールは米国の芝Ｇ１馬。

・ローレルリバー

母の全姉は米国の芝Ｇ１を２勝。

・ミリタリーロー

甥は独Ｇ１馬。

父はドバイワールドカップの優勝馬を２頭出したドバウィ。

また、ドバウィ産駒はダバイターフとドバイシーマＣも制しており、

「ドバイはドバウィ」と言う格言にもなっています。
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